


「風が変えたものたち-2613」
東京藝術大学、筑波大学大学院修士課程、博士課程
に学び、現在、国立大学法人山梨大学大学院 教授。
山梨県立美術館、伊勢丹新宿店、銀座三越、ギャラ
リー上田等での個展の他、出展多数。著書の出版や
展覧会の監修も手掛けている。

「光陰」
1972年生
1999東京藝術大学大学院美術研究科漆芸専攻
　　 修了
2022•24•26グループ展 京王プラザホテル ロビーG
2023~26 世界漆文化会議展 のばな銀座
2026パリ2人展 Galerie Satellite

「ワン・ツー・スリー」
1933 山口県下関市生まれ
1959 東京藝術大学美術学部卒業
1984 世界漆文化会議設立・議長就任。同年ライ
フワークとなる「アジア漆文化源流調査」を開始。
1985 文部省在外研究員として英国の現代工芸
　　 調査研究。
1989 東京藝術大学漆芸科教授
1998 願船漆工房開設
2001 東京藝術大学名誉教授

「刻」
1985 茨城県生まれ
2015 女子美術大学芸術学部美術学科
　　 日本画専攻 卒業
2023「はんすう展」
　　　ART&CAFE+BARあ・い・う。
2025「blanc－その先の日本画－」(鋸山美術館)
他、グループ展

「ヒルザキツキミサウノキオク」
東京藝術大学美術学部工芸科漆芸専攻
卒業。
在学中より舞台芸術を足場に活動。漆と身体
表現を融合。舞踏家、舞踏団・友惠しづねと
白桃房メンバーとして公演多数。本年は座の
会ワークショップ担当。ぜひご参加下さい！

「Mirror Wormhole（時空を繋ぐ鏡）」
2011 第47回神奈川県美術展県議会議長賞
2020 第9回Artist Group風大作公募展
2025 日本画塾展茅ヶ崎美術館　
個展
2026 9月PHANTOM PAIN幻肢痛K’s Gallery

「神樹巡礼」
1974 長野県生まれ
1998 武蔵野美術大学造形学部日本画学科卒業
2000筑波大学芸術研究科美術専攻修了
公募展、個展、グループ展等多数出品
2012年頃より再生・救済をテーマに
墨を使用した大型の連作を手がける。
現在YouTube「信州水彩紀行」配信中

「抱擁」
慶應義塾大学哲学科美学美術史学専攻卒
東京科学大学医学部臨床解剖学講座専攻
日本水墨画大賞展2015･準大賞
東京、大阪、パリで個展開催
2026,10/16-18大橋可也＆ダンサーズとのコラボ
レーション(シアターバビロンの流れのほとりにて)
2026,10/17-31グループ展（マリーギャラリー/東京）

「man」
1959 愛知県生まれ
1982 大阪芸術大学美術学科卒業
2001 「墨画トリエンナーレ富山」最優秀賞受賞
2004 「現代の水墨画 2004」招待
2008 「豊橋トリエンナーレ・星野眞吾賞展」入選
　　　 以降 6回連続入選
他、国内外にて、個展、グループ展など多数。

「vine」
1985 生まれ
2011 武蔵野美術大学大学院日本画コース修了
　　中之条ビエンナーレ2015、2019出展　　
2017 パークホテル東京 ART COLORS Vol.21
2021 shumiya art window vol.15 高田研二郎 展
　　「Potalaka」（朱宮神佛具店）
2023 「かたちをおいかける」
　　（オルタナティブ掘っ立て小屋 ナミイタ）
他、個展、グループ展多数

「雨音花」
1991 東京芸術大学大学院美術研究科漆芸専攻
　　修了
1993 個展 西瓜糖
2023 FIDEMイタリア展出品
2024 k’sｐconcept2人展 京王プラザホテル
　　ロビーギャラリー 
2025 FIDEMドイツ展 出品
2026 のばなArt Wor（作家の視点）

「バタフライ・エフェクト」
1960年大阪生まれ。1985年東京藝術大学芸術学
科卒業。美術ジャーナリスト、美術評論家。新
聞、雑誌で美術批評、美術界ドキュメントを執
筆。“いま”を表現することを心掛けています。今回
のテーマは「幸も不幸も、世界は繋がってい
る」。

「見慣れた水」
1986 愛知県生まれ
2011 武蔵野美術大学大学院修了
2012 座の会(Ｏ美術館他－26）
2019 個展（トキ・アートスペース）
2022 個展（朱宮神佛具点）
など

「Blowing In The Wind」
大阪芸術大学日本画専攻科修了
平成元年度文化庁国内研修員
第５回東山魁夷記念日経日本画大賞展
和楽器と影絵KAGEN（影絵原画、操演）の
メンバーとして各地で公演
絵本「戦争を読む・平和を考える19450806
星は見ている」挿絵制作
富山県射水市在住

「黒出目金」
1990 千葉県生まれ
女子美術大学大学院博士後期課程満期修了
石本正日本画大賞展　大賞
2026 個展 伊勢丹新宿・広島三越
他グループ展・アートフェア等多数
創画会会友

「吸9」
1976年東京生まれ。多摩美術大学大学院日本画専
攻修了。河童をはじめ妖怪や龍を題材に、時折社
会風刺も織り交ぜて表現。パークホテル東京「妖怪
ルーム」制作をはじめ、日米欧・アジアなど国内外
で作品を発表。

「うし」
1970年生まれ。1994年武蔵野美術大学大学院美
術専攻日本画コース修了。現在は自然物をモチーフ
に、日本画と岩絵具の新たな可能性を追求。
個展･グループ展等に多数出品。
創画会会員　女子美術大学教授

「くま 2026-2」
1961年生まれ 東京藝術大学で漆芸を学び、
乾漆立体作品を個展等で発表。
近年の作品展示　Urushi Now (2026/4/30～
2027/4/30 V＆A Museum London)

「記憶の沁み～花景・臙脂」
1996  東京藝術大学大学院博士課程満期退学～
1999年まで日本画科非常勤講師助手。グループ展、
個展多数。10月広島三越画廊個展。
時間とは？記憶とは何か？ 『時』と『間』を、流れ
る時間の概念だけではない、俯瞰された多元的に
重なる世界をタイムミルフィーユという概念を用い
て様々なアプローチで問いかけ、『記憶の沁み』の
曼荼羅景を描いている。

金子健一郎 亀井三千代

鈴木敬三

羽田雄貴

藤原宇希子 馬籠伸郎 

井坂健一郎 いらはらみつみ 海東祐子

加賀谷早苗 小林努

高田研二郎 豊田マサ秋

藤田一人広田郁世

宮島弘道

大西長利

古伏脇司 

西野正望

山田宴三
「不在の花」
現在をテーマにして、主語を必要としない日本語
の世界観あるいは『中動態』、ベンジャミンリ
ベットが明らかにした『無意識』、『仏教哲学』、
『量子論』、『非線形』などの神秘主義的世界
観、『自然』、『リアルなもの』を信仰の対象とし
て、絵画を通じて賛美したいと願っています。

＊表紙：藤原宇希子作品部分
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